
令和6年度 第2回緩和ケア・在宅医療部会議事要旨

日 時：令和6年9月27日（金） 16: 00~17 : 18  
場 所：琉球大学病院がんセンター (ZOOM会議）

出席者10名：笹良剛史（豊見城中央病院）、 野里栄治（北部地区医師会病院）、 屋良尚美（県

立中部病院）、 中島信久（琉大病院）、安次富直美（琉大病院）、 友利寛文（那覇

市立病院）、 安座間由美子（中部病院）、 川田聡（南部医療センター • こども医

療センター）、 田場純子（沖縄県保健医療介護部健康長寿課）、名嘉僕久美（キ
ャンサ ー ・ グリーフおきな和）

欠席者4名：中村清哉（琉大病院）、 田仲斉（県立宮古病院）、 酒井達也（八重山病院）、 増田

昌人（琉大病院）

陪席者3名：有賀拓郎（琉大病院） 、 屋嘉部麻美（琉大病院）、 屋比久 （那覇市立病院）

報告事項

1． 令和6年度 第1 回緩和ケア ・ 在宅医療部会 議事要旨

笹良部会長より【資料l】に基づき、 報告があった。

2. 令和6年度 緩和ケア ・ 在宅医療部会 委員の選任について

笹良部会長より【資料2】に基づき、 部会長と副部会長の確認と新たに選任された南部

医療センター・ こども医療センターの川田委員と那覇市立病院の友利委員の2名より委

員へ挨拶があった。 委員の皆様も1人ずつ挨拶があった。

3. 緩和ケアマップ新規掲載依頼先について

笹良部会長より【資料3】に基づき、 報告があった。

協議事項

1. 痛みのスクリーニングとモニタリングデータ抽出について

(1)琉球大学病院

安次富委員より【資料4】に基づき、 「今までつらさのアセスメント質問項目が13

項目あったのを6項目に減らして病棟で行っております。なので、 データがまだ低

い状況ですが、次年度より正確なしつかりとした値が出てくるかなと思います。見

て頂きたいのが、介護ケアの介入率が76％→現在8月で83.6％と上がっています。

このケアに関して今まで患者さんへつらさのケアをしているのにそこに気付いて

いないスタッフが多くて、 症状緩和を目的としたケア介入、 また薬剤の使用を読む

とかそこに焦点を絞ったような6項目で行っている状況です」と報告があった。

笹良部会長より 「看護ケア介入率っていうのは認定看護師が入る、 介入するという

意味ですか？」と問いがあり、安次富委員より 「病棟のスタッフです」と回答があ

り、 笹良部会長より 「 ナース側が介入プランを立てて、 そこから抽出されたデータ

について介入したのがこれぐらいの割合ということですか？」の間いに、安次富委

員 「はい、 そうです」と回答された。さらに笹良部会長より 「項目を減らした事で、

今回得られた事とか、 良かった事等ありますか？」の間いに、安次富委員より 「項

目の中に症状改善の評価という事で、私たちが対応した緩和ケアの患者さんへ対応

症状、症状改善を聞き取ってその患者さんの評価を入れた項目に着目してカンファ

レンスを行ったり、前日の患者さんのデータを全て抽出してチェックし、 その中で

NRSとか患者さんの改善しない事に関して介入するような形にしてはいますので、
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